
（1）問題発見講座 会場:大津市立青山公民館ほか
回 月　日 時　間 テ　ー　マ 講　師

1 6月18日（土） 9:00～12 :30 開講式・講演『自然の恵み　楽しみ』 株式会社琵琶湖ホテル マーケティング部
副支配人　本荘　由美子

2 6月29日（水） 10:00～12 :00『和紙は生きている～伝統を引き継ぐ強さとは』 有限会社　成子紙工房  成子　哲郎
3 7月 8日（金） 10:00～12 :00『牟礼山の恩恵を紡いでいく技・その軌跡』※講義と館外散策 牟礼山森林クラブ

4 7月13日（水） 10:00～13 :00『山菜の王者・自然薯(じねんじょ )パワーを体に宿す料理』
※講義と調理実習 こんぜ自

じ

然
ねんじょ

薯研究会　清水　滋

5 7月20日（水） 9:30～16 :00『自然に優しいワインのカタチを追求して・・』
※現地見学（東近江市）

株式会社ヒトミワイナリー
代表取締役社長　岸本　邦臣
工場長　岩谷　澄人
ワインアドバイザー　宮本　輝紀

（2）実験・実習講座 会場:大津市生涯学習センターほか
回 月　日 時　間 テ　ー　マ 講　師

1  7月29日(金)  9:00～13:00
『自然の恵み琵琶湖と共に生きる』
～漁師からみた今・むかし・そして未来へ～
※講義としじみ採り体験

元湖南漁業組合長　田中　政之

2  8月 4日(木)  9:00～16:00『日野川の源流を見る』 ～森林と渓流～
※講義と調査・観察

元滋賀県琵琶湖環境科学研究センター
琵琶湖研究部門長　中島　拓男

3  8月25日(木)  9:00～15:00『企業における環境保全への取り組みを学ぶ』※工場見学 京セラ㈱滋賀蒲生・八日市工場社員

4  9月 1日(木)  9:30～14:00『健全なる琵琶湖を次世代に』
※博物館見学と外来魚の試食 滋賀県立琵琶湖博物館学芸員

5  9月15日(木) 10:00～13:00
14:00～17:00

『地産地消のすすめ』 ～伝統食の調理実習～
※2班に分かれて実施 管理栄養士　千田　素子

（3）理論学習講座
『①土曜特設講座』か『②平日正規の講義』のどちらかを選んでいただきます。ただし、①と②
とをあわせて何回かを受講し、修了条件を満たすことはできません。また、②の平日正規の講
義を選ばれる方は、滋賀大学への手続きと別途受講料が必要です。講義は、滋賀大学の学生と
ともに受講していただきます。なお、大津校の理論学習講座は草津校と合同で実施します。

　①土曜特設講座 会場:滋賀大学教育学部
回 月　日 時　間 テ　ー　マ 講　師
1 10月 8日(土)

13:30～15:30

びわ湖の湖流と物質循環（グループ学習について） 滋賀大学教授　   遠藤　修一
2 10月15日(土) 滋賀の食・アジアの食 滋賀大学教授　　堀越　昌子
3 10月29日(土) びわ湖のほとりから見た農業と環境 滋賀大学教授　　木島　温夫
4 11月 5日(土) 減災を考える 滋賀大学教授　　山﨑　古都子
5 11月12日(土) 子どもの生活と価値意識 滋賀大学教授　　梅田　修
6 11月26日(土） びわ湖に生息する生物のつながり　－湖沼生態系とは－ 滋賀大学准教授　石川　俊之
7 12月 3日(土） びわ湖はいくらか－環境の価値とその経済的評価－ 滋賀大学准教授　田中　勝也
8 12月10日(土） 環境教育・環境学習って何だろう 滋賀大学准教授　市川　智史
9 12月17日(土） アートプロジェクトを通じた景観創造 滋賀大学講師　　宮本　結佳
10 1月28日(土） グループ発表会 講師全員

　②平日正規の講義 会場:滋賀大学教育学部　（水曜2限　琵琶湖学特論）
回 月　日 時　間 テ　ー　マ 講　師
1 10月 5日(水)

10:30～12:00

びわ湖の水理や気象を中心とした自然環境について詳しく
学ぶとともに、びわ湖の持つさまざまな価値について議論
したい。主な内容は、①びわ湖における水循環、②びわ湖
および周辺の気象特性、③近年におけるびわ湖の変化、④
びわ湖の価値

滋賀大学教授　　遠藤　修一
2 10月12日(水)
3 10月19日(水)
4 10月26日(水)
5 11月 2日(水)
6 11月 9日(水） びわ湖の育む生き物を中心に、環境と生物のかかわり合い

について考えていく。主なトピックは、①びわ湖に生息す
る様々な生物、②びわ湖における生物の生産構造、③びわ
湖から考える生物多様性、④湖における環境保全

滋賀大学准教授　石川　俊之
7 11月16日(水）
8 11月30日(水）
9 12月 7日(水）
10 12月14日(水） びわ湖に生息する淡水魚介類の特徴とびわ湖漁業の特徴を

探る。びわ湖の辺りで展開される暮しの特徴、びわ湖の魚
介類の利用法や湖魚料理の特徴を探る。また、暮らしと農
業がびわ湖の水とどのように関わっているかを事例を見な
がら検証していく。

滋賀大学教授　　堀越　昌子
11 12月21日(水）
12 1月11日(水）
13 1月18日(水）
14 1月25日(水）

■平日コース［定員：30名］　　期間　6月18日（土）～1月28日（土）
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になろう］～自然の恵みを次世代へ～大 津 校

各校のプログラム


